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 浜通り地域等への来訪を希望する企業等へ対応するワンストップ窓口を担うコンシェルジュを配置し、研修
や会議（MICE）等の需要開拓を実施。

 拠点施設や構想について説明できる現地ガイドの養成やモデルツアーの試行など、来訪促進に向けた対
応体制を整備。

交流人口の拡大に向けたこれまでの取組

＜来訪拡大に向けた視察＞

○コンシェルジュによるオーダーメイド視察（2019/4~）

・プログラムづくりや日程調整等を支援

○「福島イノベーション・コースト構想」の拠点施設と地域の

視察ツアー（モデルツアー）

オーダーメイドツアー H30 H31 R2（予定）

対応件数 18 34 50

来訪者数 329 823 1,000

モデルツアー H30 H31 R2（予定）

来訪者(企業）数 53 68 45



交流人口の拡大に向けたこれからの取組

専用ホームページ タブレットで表示されるクイズ
(各施設で使用できるクーポンをプレゼント)

複合災害の記録と教訓の収集・保存、調査
・研究し、展示と研修を行う情報発信拠点
「東日本大震災・原子力災害伝承館」

各所に配置したモニュメントを活用し、
構想のPRや子どもをターゲットにした
クイズ・スタンプラリーを実施

県、イノベ機構、イノベ地域１５市町村が地域と一体となり、

東日本大震災・原子力災害伝承館を拠点とした交流人口拡大の視察ツアーや、
イノベ地域各所に配置したモニュメントを活用したスタンプラリーなどを実施予定

設置モニュメント

モニュメント設置場所（予定）
１ ワンダーファーム
２ いわき・ら・ら・ミュウ
３ 道の駅よつくら港
４ 道の駅そうま
５ セデッテかしま
６ 道の駅南相馬
７ 小高交流センター
８ とんやの郷
９ 広野町二ツ沼総合公園

10
ナショナルトレーニングセンター
Ｊヴィレッジ

11 福島発電株式会社浜通り事務所

12 東京電力廃炉資料館

13
Cafe(カフェ ) Amazon(アメィゾン
)

14 複合商業施設YO-TASHI
15 福島いこいの村なみえ

16 葛尾村復興交流館「あぜりあ」

17 あすびと福島
18 あぶくま鍾乳洞
19 道の駅までい館

20
スマートコミュニティ
エネルギーセンター令和２年度視察ツアー



福島イノベ倶楽部 交流人口拡大プロジェクトについて

〇 福島イノベ倶楽部 交流人口拡大プロジェクトとは
今年９月２０日にオープンした東日本大震災・原子力災害伝承館
を訪れていただいた方々に、浜通り地域等を周遊するルートを提案
し、各地域で飲食、宿泊、観光、物販、各種サービスを提供する
ことによって、イノベツーリズム（イノベ構想の交流人口拡大の取組）
の効果を地域経済に波及させることを目的としています。

【会員の皆様への期待】
イノベツーリズム（福島イノベ構想の交流人口拡大の取組）に
関連する以下の事業について、連携して取り組んでいただける
会員の皆様を募集いたします。

（想定する事業）
・旅行商品販売
・バス、タクシー等の運行
・宿泊者の受け入れ
・ツアーガイドサービスの提供
・物販（農林水産物及び加工品、土産品等）
・各種サービスの提供（ドローン操縦体験等）
・イベントでの製品ＰＲ（スタンプラリーの景品提供等） など

※福島イノベ倶楽部の交流人口拡大プロジェクトの連携事業
については、福島イノベ構想の交流人口拡大事業の中で、
県及び福島イノベ機構が積極的にＰＲに取り組みます。

東日本大震災・原子力災害伝承館

年間入場者数５万人（目標）


